
事業概要
・捕獲通知機器による見回り負担の軽減に加え、捕獲情報の早期把握によりジビエ（ペッドフード）利用量の増加
につなげる

・捕獲情報共有アプリによる行政の捕獲情報整理の負担軽減、捕獲データの個体数管理等への活用
【イメージ】 【データの利用イメージ】

実施年度 実施主体 対象獣種 取組内容
捕獲 追払 点検 他

R7～R9 愛媛県鬼北町 シカ、イノシシ ◎ － ○ －
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図1 捕獲者ごとの捕獲個体
の処理状況

図2  導入したICT捕獲システム

トピック
処理の遅れによりジビエ商
品としての利用率が低い捕
獲者（図１）を、
ICT機器（図２）の活用に
より搬入速度等を向上させ、
捕獲個体の商品への活用率
を向上させる。



R7年度実績 次年度以降実施予定

実証内容

・捕獲者のICT機器への抵抗感を払拭するため、11月29日に町内猟友会を対象にICT
活用の研修会を実施。併せて、捕獲者によるICT機器・捕獲情報共有システム（アプ
リ）の現行の活用状況について把握。

・研修会後のICTの運用状況を確認し、捕獲データ及び処理区分（ペットフード利用、
減容化処理等）の記録状況について整理を進める。
なお、捕獲者からは既に「遠方のわなの見回りの負担が軽減された」等の評価が得
られている。

・捕獲データは、捕獲情報共有システム上の「グループ別集計データ」を基礎として
整理し、捕獲状況や地区別の傾向把握を実施中。

・捕獲が進展した結果、町内の獣害の分布状況の変化が確認できるようになるため、
被害状況等を把握する集落代表者アンケートを実施した上で、モニタリングのため
の被害分布地図も作成中。

・子機の要望が想定よりも多い
ため、台数を増やしICT使用
者を増加させるとともに、
データ収集を継続し、蓄積さ
れた捕獲獣種の生息範囲や密
度を分析し、より戦略的な捕
獲の実施と、近隣自治体との
ノウハウの共有を進める。

・くくりわなの通知システムに
よる処理速度の向上により、
捕獲個体の利用率を向上させ
る実証を本格化させる。

・捕獲情報の共有システムを活
用することで、捕獲記録の整
理に必要であった行政コスト
の低減効果を測定する。

導入機器
※交付金活用外
の機器を含む

・長距離無線式捕獲パトロールシステム ほかパト（アイエスイー）
親機４台、中継器２台、子機112台

・鳥獣被害予防アプリ けものおと（アイエスイー）

・長距離無線式捕獲パトロール
システム 子機119台

・自動撮影カメラ 8台

スマート捕獲等普及加速化事業
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愛媛県鬼北町

被害分布把握のための
質問票調査を実施中

捕獲者へのICT利用の研修会 捕獲情報共有アプリ
（けものおと）入力画面


